
映
画
上
映
会
・
講
演
会
「
オ
ー
ル
台
湾
デ
ー
」
開
催 

 

十
一
月
二
十
四
日
、
練
馬
区
立
区
民
・
産
業
プ
ラ
ザ
「
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
当
会
主
催
の
「
オ
ー
ル
台
湾
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

当
日
は
、
東
京
で
十
一
月
と

し
て
は
五
十
四
年
ぶ
り
の
雪
が

降
り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
刻
の

午
後
１
時
ご
ろ
に
は
う
っ
す
ら

と
雪
が
積
も
る
状
況
だ
っ
た
が
、

会
場
に
は
一
〇
〇
名
以
上
が
訪

れ
る
盛
況
と
な
っ
た
。 

会
場
の
ホ
ー
ル
に
は
映
画
上

映
用
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
当
会
の
活
動
を
紹
介
す
る
パ

ネ
ル
展
示
も
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
の
謝
長
廷
代

表
か
ら
贈
ら
れ
た
ス
タ
ン
ド
花
も
会
場
を
華
や
か
に
彩
っ
た
。 

■
第
一
部
・
映
画
『
空
を
拓
く
～
建
築
家
・
郭
茂
林
と
い
う
男
～
』 

 

第
一
部
で
は
当
会
制
作
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
空
を
拓
く
～
建
築

家
・
郭
茂
林
と
い
う
男
～
』
が
上
映
さ
れ
た
。
霞
が
関
ビ
ル
、
池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
60
な
ど
最
先
端
の
高
層
ビ
ル
建
設
を
画
期
的
な
新
技
術
に
よ
り
成
し
遂
げ

て
い
っ
た
当
時
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
模
様
や
、
郭
茂
林
氏
が
故
郷
・
台
湾
を
訪

問
し
た
際
の
様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
多
く
の
観
客
が
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。 

■
第
二
部
・
講
演
「
知
ら
れ
ざ
る
台
湾
」 

 

休
憩
時
間
に
は
参
加
者
が
熱
心
に
展
示
パ
ネ
ル
を
読
む
姿
が
み
ら
れ
た
。
第

二
部
冒
頭
で
は
、
田
代
理
事
長
か
ら
参
加

者
に
向
け
、
当
会
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。 

第
二
部
で
は
、
筑
波
大
学
生
命
環
境
学

研
究
科
の
王
碧
昭
教
授
を
お
招
き
し
、

「
知
ら
れ
ざ
る
台
湾
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
が
行
わ
れ
た
。
王
先
生
の
ご
専
門
は

生
命
産
業
科
学
。
今
回
は
、
台
湾
島
の
地
質
学
的
成
り
立
ち
に
は
じ
ま
り
、「
南

島
語
族
（
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
）」
の
起
源

が
台
湾
で
あ
る
こ
と
、
中
世
以
降
の
諸
国
に
よ

る
台
湾
島
統
治
か
ら
現
在
に
至
る
歴
史
の
変
遷

な
ど
を
、
美
し
い
台
湾
の
風
景
の
写
真
を
交
え

つ
つ
、
わ
か
り
や
す
く
ご
教
授
く
だ
さ
っ
た
。

以
下
、
内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

（
１
）「
南
島
語
族
（
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
）」

は
台
湾
が
起
源 

 

「
南
島
語
族
（
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
）
」

と
は
、
台
湾
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
の
島
々



（
ポ
リ
ネ
シ
ア
）
に
ま
で
広
が
る
語
族
。
人

類
の
起
源
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
大
陸
か
ら
移
動

し
て
き
た
南
島
語
族
は
、
先
史
時
代
、
ま
だ

陸
続
き
で
あ
っ
た
台
湾
島
へ
到
達
し
た
。
当

時
台
湾
が
ま
だ
島
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、「
台

湾
」
の
名
称
の
由
来
と
な
っ
た
原
住
民
（
※
）

語
が
「
海
に
近
い
地
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。 

交
易
品
な
ど
の
考
古
学
的
資
料
か
ら
、
南

島
語
族
は
台
湾
を
起
源
と
し
、
台
湾
か
ら
南

洋
地
域
へ
移
動
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
南
島
語
族
の
人
た
ち
が
、
現
在
も
台
湾
に
暮
ら
す
台
湾

原
住
民
で
、
中
国
と
の
貿
易
が
始
ま
る
以
前
か
ら
陸
稲
栽
培
を
行
っ
て
い
た
こ

と
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。 

（
２
）
諸
国
に
よ
る
統
治
の
歴
史
と
漢
族
の
流
入 

 

十
六
世
紀
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
り
「
フ
ォ
ル
モ
サ
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
美

し
い
島
」
の
意
）
」
の
名
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
台
湾
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
六
二
二
年
、
オ
ラ
ン
ダ
が
澎
湖
島
（
台
湾
島
の
西
方
の
島
）
を
占
拠
し
、
こ

こ
に
東
イ
ン
ド
会
社
の
東
ア
ジ
ア
の
貿
易
拠
点
を
置
い
た
。
そ
の
後
台
南
に
、

台
湾
最
古
の
城
・
ゼ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア
城
（
現
在
の
安
平
古
堡
）
を
築
い
た
。
こ

れ
は
オ
ラ
ン
ダ
が
北
ア
メ
リ
カ
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
を
開
発
し
た
の
と
同
時
期

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
台
湾
島
北
部
に
は
ス
ペ
イ
ン
が
進
出
し
て
い
た
が
、

オ
ラ
ン
ダ
は
こ
れ
を
駆
逐
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
台
湾
原
住
民
の
キ
リ
ス
ト
教
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
漢
民
族

の
移
民
を
実
施
し
た
。
と
は
い

え
、
一
六
六
二
年
の
オ
ラ
ン
ダ

当
時
終
了
時
、
台
湾
の
人
口
50

万
人
の
う
ち
、
漢
民
族
は
２
％

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

ま
た
、
同
時
代
（
十
七
世
紀
）

に
は
、「
大
肚
王
国
」
と
い
う
、
20
の
原
住
民
部
族
が
連
盟
し
た
台
湾
初
の
王
国

が
存
在
し
た
。 

 

そ
の
後
、
鄭
成
功
に
よ
る
漢
民
族
政
権
は
わ
ず
か
三
代
で
終
了
し
た
。
清
朝

統
治
時
期
に
は
、
台
湾
の
平
地
原
住
民
・
平
埔
族
と
漢
族
と
の
混
血
が
進
ん
だ
。

こ
れ
は
、
平
埔
族
が
女
系
子
孫
に
土
地
を
継
承
さ
せ
る
文
化
を
持
っ
て
い
た
た

め
で
あ
る
。
清
朝
統
治
終
了
時
の
台
湾
の
人
口
は
三
〇
〇
万
人
、
う
ち
平
埔
族

と
漢
族
が
85
％
を
占
め
、
原
住
民
は
15
～
18
％
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
九

五
年
に
台
湾
は
日
本
の
統
治
下
と
な
り
、
一
九
四
五
年
ま
で
そ
の
時
代
が
続
い

た
。
日
本
統
治
時
代
に
は
、
日
本
の
水
利
技
術
者
・
八
田
與
一
氏
が
烏
山
頭
ダ

ム
・
嘉
南
大
圳
を
建
設
。
台
湾
の

農
業
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 

 

講
演
終
了
後
に
は
質
疑
応
答

の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
か

ら
は
次
々
と
積
極
的
な
質
問
が

寄
せ
ら
れ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
来
場
く

だ
さ
っ
た
八
田
與
一
氏
の
伯



父
・
八
田
誠
二
氏
か
ら
の
ご
発
言
も
あ
り
、
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。 

※
注
：
中
国
語
の
「
原
住
民
」
と
い
う
語
に
は
日
本
語
の
よ
う
な
差
別
的
意
味

合
い
は
な
く
、
逆
に
日
本
語
の
「
先
住
民
」
と
い
う
語
は
中
国
語
で
「
既
に
滅

び
た
民
族
」
を
意
味
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
講
演
中
に
使
用
さ
れ
た
「
原
住
民
」

の
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
ま
し
た
。 

■
第
三
部
・
映
画
『
パ
ッ
テ
ン
ラ
イ
!! 

〜
南
の
島
の
水
も
の
が
た
り
〜
』 

 

第
三
部
冒
頭
に

は
、
講
談
師
の
一

龍
斎
貞
花
先
生
も

会
場
に
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
っ
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト

の
テ
ー
マ
で
あ
る

郭
茂
林
や
八
田
與

一
を
題
材
と
し
た

講
談
も
手
掛
け
て
お
ら
れ
る
一
龍
斎
先
生
は
、
軽
妙
か
つ
溌
剌
と
し
た
語
り
口

で
、
台
湾
に
関
す
る
さ
ら
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
。 

 

映
画
『
パ
ッ
テ
ン
ラ
イ
!!
』
は
、
日
本
と
台
湾
の
少
年
の
友
情
と
成
長
物
語

を
通
じ
、
八
田
與
一
氏
の
人
と
な
り
や
功
績
が
描
か
れ
た
作
品
。
虫
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
社
長
・
伊
藤
叡
氏
の
ご
同
席
の
も
と
上
映
が
行
わ
れ
た
。 

■
過
去
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
終
え
て 

 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
参
加
者
が
一
〇
〇
人
超
と
い
う
、
当
会
に
と
っ
て
過
去

最
大
規
模
で
あ
り
、
か
つ
当
会
の
本
部
所
在
地
で
あ
る
練
馬
で
初
め
て
開
催
さ

れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
参
加
者
の
男
女
比
は
ほ
ぼ
半
数
ず
つ
、
年
齢
層
は

五
十
代
・
六
十
代
が
多
か
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
参
加
者
の
満
足
度
が

う
か
が
え
る
。 

・
第
一
部
感
想
（
抜
粋
）
：
「
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
多
く
勉
強
に
な
っ
た
」
／

「
台
湾
出
身
者
が
日
本
で
も
台
湾
で
も
偉
業
を
成
し
た
こ
と
を
知
り
た
い
へ
ん

よ
か
っ
た
。
」
／
「
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
人
が
い
た
こ
と
に
感
動
。
」
／
「
あ
り

の
ま
ま
の
映
画
は
よ
い
。
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
霞
ヶ
関
ビ
ル
を
作
り
上
げ
た

ご
苦
労
を
垣
間
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
」 

・
第
二
部
感
想
（
抜
粋
）
：
「
台
湾
の
歴
史
に
つ
い
て
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で

た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
で
す
。
た

い
へ
ん
興
味
深
く
拝
聴
し
ま
し
た
。

面
白
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
台

湾
人
の
ル
ー
ツ
は
意
外
で
し
た
が

興
味
深
か
か
っ
た
。
」
／
「
温
か
み

の
あ
る
話
し
方
。
台
湾
に
つ
い
て

無
知
の
た
め
こ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス

に
会
え
た
こ
と
一
回
限
り
で
は
も

っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
」
／

「
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
台
湾
の
知

ら
な
い
こ
と
、
日
本
の
交
流
を
含

め
と
て
も
親
近
感
わ
き
ま
し
た
。
」 

・
第
三
部
感
想
（
抜
粋
）
：
「
八
田

與
一
の
こ
と
が
よ
く
判
り
ま
し
た
。



父
が
八
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
働
い
て
い
た
の
で
感
動
し
ま
し
た
。
」
／
「
八
田
與

一
が
台
湾
で
偉
業
を
な
し
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ア
ニ
メ
も
と
て
も

判
り
易
く
よ
か
っ
た
で
す
。
」 

・
総
評
（
抜
粋
）
：
「
３
部
と
も
初
め
て
知
る
こ
と
ば
か
り
。
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
台
湾
に
行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
」
／
「
台
湾

引
き
揚
げ
者
な
の
で
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。」
／
「
ま
た
こ
の
よ
う
な
企
画
を
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
」
／
「
雪
で
年
齢
的
に
足
元
が
危
な
い
と
思
っ
た
の

で
す
が
不
思
議
と
戸
惑
い
も
な
く
参
加
の
気
持
ち
が
強
か
っ
た
で
す
。
映
画
も

講
演
も
す
ば
ら
し
く
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
勇
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
」 


